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(57)【要約】
　（ａ）近位端と、（ｂ）遠位端領域を有する遠位端と
、（ｃ）近位端と遠位端との間に延在してこれらを接続
している表面と、（ｄ）この表面に沿って配置される複
数の位置決め装置と、（ｅ）１つ以上の滴保持機構と、
を含む内視鏡シースであって、このシースは、（ｉ）内
視鏡の全体又は一部分を受容し、かつ、（ｉｉ）内視鏡
がシースの内部に挿入されているときに、内視鏡シース
の近位端と内視鏡シースの遠位端との間で流体連通する
ための導管を提供し、この複数の位置決め装置は、内視
鏡シースの遠位端の遠位端領域にあり、これにより内視
鏡が内視鏡シース内に固定され、この１つ以上の滴保持
機構は、毛管作用によりある体積の液体を保持するため
の、内視鏡シースと内視鏡とを境界とする領域を、形成
するよう構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位端と、
　遠位端領域を有する遠位端と、
　前記近位端と前記遠位端との間に延在してこれらを接続している表面と、
　前記表面に沿って配置される複数の位置決め装置と、
　１つ以上の滴保持機構と、
　を含む内視鏡シースであって、前記シースは、
　　内視鏡の全体又は一部分を受容し、かつ、
　　前記内視鏡が前記シースの内部に挿入されているときに、前記内視鏡シースの前記近
位端と前記内視鏡シースの前記遠位端との間で流体連通するための導管を提供するよう構
成され、
　前記複数の位置決め装置は、前記内視鏡シースの前記遠位端の遠位端領域にあり、これ
により前記内視鏡が前記内視鏡シース内に固定され、
　前記１つ以上の滴保持機構は、毛管作用によりある体積の液体を保持するための、前記
内視鏡シースと前記内視鏡とを境界とする領域を形成するよう構成される、内視鏡シース
。
【請求項２】
　前記１つ以上の滴保持機構が、前記内視鏡との接触を有さない、請求項１に記載の内視
鏡シース。
【請求項３】
　前記１つ以上の滴保持機構と前記内視鏡との間に隙間が配置される、請求項１又は２に
記載の内視鏡シース。
【請求項４】
　前記１つ以上の滴保持機構が、前記内視鏡と接触している、請求項１に記載の内視鏡シ
ース。
【請求項５】
　前記体積は、遊離液体があればそれが前記滴保持機構に引っ張られ、これによって前記
内視鏡が妨げられるのを防止するのに十分な大きさである、請求項１～４のいずれかに記
載の内視鏡シース。
【請求項６】
　前記１つ以上の滴保持機構が、前記内視鏡シースの長さよりも短い長さを有する、請求
項１～５のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項７】
　前記１つ以上の滴保持機構が、約３：１以上、好ましくは約５：１以上、及びより好ま
しくは約７：１以上の、長さ対幅の比を有する、請求項１～６のいずれかに記載の内視鏡
シース。
【請求項８】
　前記１つ以上の滴保持機構の長さが、約３ｍｍ以上、好ましくは約７ｍｍ以上、より好
ましくは約１０ｍｍ以上、最も好ましくは約１５ｍｍ以上、約５ｃｍ以下、約３ｃｍ以下
、又は約２ｃｍ以下である、請求項１～７のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項９】
　前記１つ以上の滴保持機構の幅が、約０．２ｍｍ以上、約０．５ｍｍ以上、約０．８ｍ
ｍ以上、約１．３ｍｍ以上、約５ｍｍ以下、約３ｍｍ以下、又は約２ｍｍ以下である、請
求項１～８のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項１０】
　前記１つ以上の滴保持機構の幅が、前記１つ以上の滴保持機構の長さに沿って変化する
、請求項１～９のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項１１】
　前記１つ以上の滴保持機構の高さが、約０．３ｍｍ以上、約０．５ｍｍ以上、約０．８
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ｍｍ以上、約１．０ｍｍ以上、約１．２ｍｍ以上、約３ｍｍ以下、約２ｍｍ以下、又は約
１．５ｍｍ以下である、請求項１～１０のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項１２】
　前記１つ以上の滴保持機構が、約３：１以上、好ましくは約５：１以上、及びより好ま
しくは約７：１以上の、長さ対高さの比を有する、請求項１～１１のいずれかに記載の内
視鏡シース。
【請求項１３】
　前記１つ以上の滴保持機構の高さが、前記１つ以上の滴保持機構の長さに沿って変化す
る、請求項１～１２のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項１４】
　前記１つ以上の滴保持機構が、前記近位端から前記遠位端まで、直線的に、らせん状に
、斜めに、又はこれらの組み合わせのように延在する、請求項１～１３のいずれかに記載
の内視鏡シース。
【請求項１５】
　前記滴保持機構が、表面処理、表面処理なし、平滑面、刻印、半円形、正方形、尖端を
有する、頂点を有する、Ｍ字形、Ｗ字形、チャネル、凹状部分、空隙、１つ以上の貫通穴
、１つ以上の隆起表面、又はこれらの組み合わせを含む、請求項１～１４のいずれかに記
載の内視鏡シース。
【請求項１６】
　前記内視鏡シースが外側を含み、前記外側の少なくとも一部分がパターンを含む、請求
項１～１５のいずれかに記載の内視鏡シース。
【請求項１７】
　前記パターンが前記内視鏡シースの前記外側にレーザー刻印されている、請求項１６に
記載の内視鏡シース。
【請求項１８】
　前記パターンが、前記内視鏡シースの長さの少なくとも一部分に沿って、円周全体にわ
たって占める、請求項１６又は１７に記載の内視鏡シース。
【請求項１９】
　前記パターンが、前記内視鏡シースの前記近位端に向かって配置される、請求項１６～
１８のいずれか一項に記載の内視鏡シース。
【請求項２０】
　前記パターンが、円形、線、正方形、連続的、間欠的、他のパターンから離間している
、前記内視鏡シースの一部分に沿っている、又はこれらの組み合わせである、請求項１６
～１９のいずれか一項に記載の内視鏡シース。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれかに記載の内視鏡シースを含むシステムであって、前記システ
ムが能動的吸引を含む、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本教示は全般に、内視鏡のレンズ及び／又は撮像装置を洗浄することと、ユーザーの視
野を歪ませるような流体及び／又は滴がレンズ及び／又は撮像装置上に形成及び／又は保
持されるのを防ぐこととを支援する、内視鏡シースを含むシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は典型的に、低侵襲性手術のために、あるいは、医師に視覚的アクセスが得られ
るよう患者の体内部位へのアクセスを行うために、使用される。内視鏡は、使用中に、残
屑を含み得る部位へ挿入されることがあり、この残屑が内視鏡の端を覆い、特に内視鏡の
端に位置する撮像装置を覆ってしまい、撮像が不明瞭になることがある。例えば、手術に
使用される内視鏡は血液により覆われることがあり、この血液により外科医の視野が損な
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われ、手術が次第に困難になることがある。外科医が、内視鏡の撮像装置の残屑をクリー
ニングして視野を復活させるのを支援する様々な装置及びシステムを提供する試みが行わ
れている。これらの装置は内視鏡の撮像装置から残屑の一部を除去することができるが、
これらの装置は残屑全てを除去することはできない場合があり、及び／又は、撮像装置上
に斑点又は滴を残し、これによって継続的な不具合がもたらされることがある。これらの
装置は、残屑、斑点、滴、又はこれらの組み合わせを内視鏡から取り除こうとする試みに
おいて、内視鏡の端で流体の流れ、吸引、又はその両方を制御しようと試みる機構を有し
得る。更に、一部の内視鏡システムは撮像装置及び／又はレンズ上に小滴を残し、これら
の小滴がレンズ及び／又は撮像装置を通した視野を阻害することがある。潅注液及び吸引
の適用により、視野を妨げる残屑や物品を取り除くことができるが、吸引を適用した後で
あっても潅注液がレンズ又は撮像装置上に残ることがあり、この潅注液が引き続き、外科
医の視野を不明瞭にする。
【０００３】
　いくつかの外科用器具及び内視鏡クリーニングシステムの例は、米国特許第５，４０５
，３４８号、同第５，５７５，７５６号、同第５，６３０，７９５号、同第７，０６３，
１１２号、及び同第８，６７７，８４３号、米国特許出願公開第２０１５／００８７９０
７号、同第２０１５／００８７９０９号、及び同第２０１５／００８７９１１号に見出す
ことができ、これらは参照によりあらゆる目的のためにその全体が本明細書に援用される
。内視鏡レンズ及び／又は撮像装置を洗浄し、全ての残屑及び流体小滴を除去することに
よって、視野に不具合が生じないような、内視鏡システムを有することは魅力的であり得
る。必要とされているのは、外科医の視野を妨げないように、レンズ及び／又は撮像装置
から小滴を除去する内視鏡シースである。ある体積の液体を保持し、かつ、内視鏡の遠位
端から流体を除去するような内視鏡シースを有することが、魅力的であり得る。潅注液及
び吸引を適用した後に、ある体積の液体を保持し、残留する流体がレンズ及び／又は撮像
装置から除去されるよう構成されている内視鏡シースを有することが、魅力的であり得る
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第５，４０５，３４８号明細書
【特許文献２】米国特許第５，５７５，７５６号明細書
【特許文献３】米国特許第５，６３０，７９５号明細書
【特許文献４】米国特許第７，０６３，１１２号明細書
【特許文献５】米国特許第８，６７７，８４３号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２０１５／００８７９０７号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２０１５／００８７９０９号明細書
【特許文献８】米国特許出願公開第２０１５／００８７９１１号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本教示は、（ａ）近位端と、（ｂ）遠位端領域を有する遠位端と、（ｃ）近位端と遠位
端との間に延在してこれらを接続している表面と、（ｄ）この表面に沿って配置される複
数の位置決め装置と、（ｅ）１つ以上の滴保持機構と、を含む内視鏡シースを提供するこ
とにより、現在のニーズの１つ以上を満たし、このシースは、（ｉ）内視鏡の全体又は一
部分を受容し、かつ、（ｉｉ）内視鏡がシースの内部に挿入されているときに、内視鏡シ
ースの近位端と内視鏡シースの遠位端との間で流体連通するための導管を提供し、この複
数の位置決め装置は、内視鏡シースの遠位端の遠位端領域にあり、これにより内視鏡が内
視鏡シース内に固定され、この１つ以上の滴保持機構は、毛管作用によりある体積の液体
を保持するための、内視鏡シースと内視鏡とを境界とする領域を形成するよう構成される
。
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【０００６】
　本明細書の教示は、内視鏡レンズ及び／又は撮像装置を洗浄し、全ての残屑及び流体小
滴を除去することによって、視野に不具合が生じないような、内視鏡システムを提供する
。本明細書の教示は、外科医の視野を妨げないように、レンズ及び／又は撮像装置から小
滴を除去する、内視鏡シースを提供する。本明細書の教示は、ある体積の液体を保持し、
かつ、内視鏡の遠位端から流体を除去するような内視鏡シースを提供する。本明細書の教
示は、潅注液及び吸引を適用した後に、ある体積の液体を保持し、残留する流体がレンズ
及び／又は撮像装置から除去されるよう構成されている、内視鏡シースを提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、内視鏡シースの側面斜視図を示す。
【図２】図２は、内視鏡シースの底面斜視図を示す。
【図３】図３は、内視鏡を含む内視鏡シースの遠位端面を示す。
【図３Ａ】図３Ａは、滴保持機構及び内視鏡の拡大図を示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、滴保持機構と内視鏡の間の隙間の拡大図を示す。
【図３Ｃ】図３Ｃは、滴保持機構と内視鏡の間の、ある体積の流体の、拡大部分断面図を
示す。
【図３Ｄ】図３Ｄは、滴保持機構と内視鏡の間の隙間における、ある体積の流体の、拡大
部分断面図を示す。
【図４】図４は、内視鏡が除去された内視鏡シースの遠位端面を示す。
【図５】図５は、内視鏡シースの底面平面図を示す。
【図５Ａ】図５Ａは、図５の滴保持機構の拡大図を示す。
【図６】図６は、内視鏡シースの上面平面図を示す。
【図６Ａ】図６Ａは、図６の刻印の拡大図を示す。
【図７】図７は、図５の線７－７に沿った断面図である。
【図７Ａ】図７Ａは、図７の滴保持機構の拡大図を示す。
【図８】図８は、内視鏡シースを含むシステムを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書に提示する説明及び例証は、本教示、その原理、及びその実用的適用を当業者
に知らせることを意図したものである。当業者であれば、実用的使用の要件に最も適する
ように、本教示をその多数の形態で適合させ適用してもよい。したがって、記述されるよ
うな本教示の特定の実施形態は、本教示の網羅又は限定であることを意図しない。したが
って、本教示の範囲は、上述の説明を参照して決定されるべきではなく、その代わりに、
添付の特許請求の範囲を、権利付与される特許請求の範囲の均等の全範囲と共に参照して
決定されるべきである。特許出願及び特許出願公開を含む全ての論文及び参考文献の開示
を、あらゆる目的で参照により援用する。以下の特許請求の範囲から見つけられるような
他の組み合わせも可能であり、それらも本明細書に参照により援用する。
【０００９】
　本教示は、システムに使用するための内視鏡シースを提供する。本明細書の教示のシス
テムは、潅注源及び吸引源を含み、これらは両方とも内視鏡シースに接続されており、か
つ内視鏡と連通している。このシステムは１つ以上の制御モジュールを含み得る。このシ
ステムは内視鏡をクリーニングするよう機能し得る。好ましくは、このシステムは内視鏡
の遠位端（すなわち先端）をクリーニングするよう機能する。より好ましくは、このシス
テムは内視鏡のレンズ及び／又は撮像装置をクリーニングするよう機能する。このシステ
ムは１つ以上の機能性部品を含み得、これは内視鏡の遠位端付近、又は内視鏡の遠位端を
超えて、延在し得る。このシステムは、内視鏡に関する１つ以上の導管を提供し得る。こ
のシステムは内視鏡を保護し得る。本明細書で教示されるシステムは、弾力性のレザバー
を含んでよく、あるいは、本明細書で教示される内視鏡シースは、本明細書で教示される
弾力性レザバーと連通していてよく、これには、米国特許出願公開第２０１５／００８７



(6) JP 2019-505298 A 2019.2.28

10

20

30

40

50

９０９号の段落番号００４～００５、０２０～０６５（図４～１０を含む）に記載されて
いるものが含まれ、これらの教示は全て、システム、弾力性レザバー、内視鏡シースとの
連通に関して、参照により本明細書に明示的に援用される。本教示のシステムは、本明細
書に記述される１つ以上の位置決め装置を含んでよく、これは米国特許出願公開第２０１
５／００８７９０７号の段落番号００６２～００８３及び図４Ａ～１２Ｃに記載されてい
るものが含まれ、これらの教示は、位置決め装置及び周辺構造に関して、参照により本明
細書に明示的に援用される。このシステムは、システムと共に使用するための１つ以上の
潅注液源を含んでよく、１つ以上の潅注液源、吸引源、又はその両方が、１つ以上の制御
モジュールにより制御され得る。
【００１０】
　この１つ以上の制御モジュールは、所定の面積、関心領域、内視鏡、又はこれらの組み
合わせに適用される流体の量、吸引の量、又はその両方を制御するよう機能し得る。この
１つ以上の制御モジュールは、流体の適用、吸引の適用、又はその両方の、互いに対する
順序を制御し得る。この１つ以上の制御モジュールは、吸引の停止、潅注液の停止、潅注
液の適用、吸引の適用、又は両者の組み合わせを行うよう機能し得る。この１つ以上の制
御モジュールは、１つ以上のポンプ、１つ以上のバルブ、１つ以上のユーザーインタフェ
ース、又はこれらの組み合わせを含み得る。この１つ以上の制御モジュールは、本明細書
に記述される任意のポンプを含んでよく、ユーザーインタフェースからのフィードバック
に基づいて、このポンプを制御して、選択されたパラメーターを実行することができる。
この１つ以上の制御モジュールは、１つ以上のバルブを制御し得る。この１つ以上の制御
モジュールは、吸引と潅注液の適用を同時に阻止することができる。この１つ以上の制御
モジュールは、１つ以上のバルブを制御して、これにより吸引、潅注液、又はその両方が
、直列的に、並列的に、同時に、１つずつ、又はこれらの組み合わせのように適用され得
る。この１つ以上の制御モジュールは、１つ以上の吸引ライン、１つ以上の潅注ライン、
１つ以上のバルブ、又はこれらの組み合わせに対して、物理的に接続、電気的に接続、又
はその両方であり得る。
【００１１】
　この１つ以上の制御モジュールは、高い位置に配置されてよく、これによりユーザーは
、手動制御（例えばコンソール）を用いて、制御モジュールの調節、制御モジュールの起
動、又はその両方を行うことができる。この１つ以上の制御モジュールは、床位置に配置
されてよく、これによりユーザーは、一方又は両方の足を使って制御モジュールの調節を
行うことができる。この１つ以上の制御モジュールは、フットスイッチ、フット起動装置
、フットペダル、又はこれらの組み合わせの一部であり得る。制御モジュールの機能を、
フットペダル（例えばフットコンソール）と制御モジュールの上部分（例えば、ハンドコ
ンソール）とに分離することができ、この一方又は両方を使用して、作動サイクルを制御
することができる。この制御モジュールは、１つ以上のポンプに接続され得る。
【００１２】
　このポンプは、潅注液の循環、１つ以上のラインを通過する潅注液の移動、シースを通
過する流体の移動、弾力性レザバーへの潅注液の移動、又はこれらの組み合わせを行うよ
う機能し得る。このポンプは、負圧（例えば、吸引又は減圧）を生じるよう機能し得る。
好ましくは、このポンプは作動時に一定量の流体を移動させることができ、流体の一定量
はアプリケーションにより変えることができ、又はその両方である。より好ましくは、こ
のポンプは蠕動ポンプである。このポンプは、潅注ラインを通して潅注液を供給し得る。
【００１３】
　１つ以上の潅注ラインが、シースと、潅注源、弾力性レザバー、１つ以上のバルブ、ポ
ンプ、又はこれらの組み合わせとを、接続するよう機能し得る。この１つ以上の潅注ライ
ンは、制御モジュールを通って延在し得る。この潅注ラインは、可撓性、可動性、又はそ
の両方を備え得る。この潅注ラインは圧縮可能であり得る。１つ以上の、及び好ましくは
複数の潅注ラインは、潅注源と、弾力性レザバーと、制御モジュールと、シースとの間に
延在し得る。この１つ以上の潅注ラインは、シースの１つ以上の入口ポート、１つ以上の
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出口ポート、若しくはその両方、弾力性レザバー、潅注源、ポンプ、又はこれらの組み合
わせに接続され得る。この潅注ラインは、潅注液、患者、外科処置での使用、又はこれら
の組み合わせに適合性である任意の材料で作製され得る。この潅注ラインは、シースを、
潅注源、吸引源、又はその両方に接続し得る（すなわち、吸引がこの潅注ラインを通って
適用され得る）。
【００１４】
　この吸引源は、流体、残屑、不透明流体、望ましくない物質、又はこれらの組み合わせ
を、肝心な部分、シースの遠位端、内視鏡の遠位端、又はこれらの組み合わせから除去す
るよう、機能し得る。この吸引源は、乾燥機能、流体斑点除去、又はその両方を実施する
よう機能し得る。この吸引源は、ポンプ、モーターの逆転、共用吸引源、病院の吸引源、
又はこれらの組み合わせであり得る。この吸引源は、所定の時間で所定量の流体を除去す
るのに十分な程度の減圧を適用することができる。例えば、この吸引源は、流体１０ｍＬ
を１～２秒で除去できるような吸引を適用できる。この吸引源は、所定の時間にわたって
吸引を適用し得る。この所定の時間は、約２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１５
秒、又は２０秒以上であり得る。この吸引源は、潅注源が潅注液の供給を停止した直後、
遅延後、又はその両方に、吸引を供給することができる。この吸引源は、連続的吸引、間
欠的吸引、又はその両方を行うことができる。
【００１５】
　この吸引ラインは、シースを吸引源に接続するよう機能し、これによりシースを通して
吸引を引くことができる。この吸引ラインは、シースを吸引源に接続するよう機能し得る
。この吸引ラインが支援し得るのは、流体の移動、流体の除去、残屑の除去、不透明流体
の除去、粒子の除去、又はこれらの組み合わせである。この吸引ラインは、内視鏡、シー
ス、又はその両方の遠位先端で減圧を形成するのを支援し得る。この吸引ラインと潅注ラ
インは同じラインであり得る。この吸引ラインと潅注ラインは共用ラインに接続され得る
。この吸引ラインと潅注ラインは、１つ以上の継手、１つ以上のバルブ、又はその両方に
接続され得る。この吸引ライン、潅注ライン、又はその両方は、送達ライン、共用ライン
、又はその両方に接続され得る。
【００１６】
　この送達ラインは、流体をシースへ送達するよう機能し得る。この送達ラインは、吸引
をシースへ送達するよう機能し得る。この送達ラインと共用ラインは、好ましくは同じラ
インである。共用ラインに関する本明細書の教示は、送達ラインに関して参照により本明
細書に援用される。送達ライン、共用ライン、又はその両方が、内視鏡をクリーニングす
るために適用サイクル中に使用され得る。
【００１７】
　この内視鏡は、外科医、医師、看護師、又はその他の離れた位置で視覚的アクセスを望
む人員に対し、画像を供給するよう機能し得る。この内視鏡は、非侵襲的手術に使用し得
る。この内視鏡は、正視手術に使用し得る。この内視鏡は、組織の切開内に挿入し得る。
この内視鏡は、概ね円形の断面を有し得る。この内視鏡は、概ね円筒形の管状部分（すな
わち、体内部分）を有し得る。好ましくは、この内視鏡は、少なくとも末端が円筒形であ
る。この内視鏡は、遠位端まで延在する管状部分を有し、ハンドピースがこの管に接続さ
れ、近位端まで延在している。この内視鏡は円筒形の遠位端を有し得る。この内視鏡の本
体と内視鏡の遠位端は、異なる形状であってもよい。この内視鏡は、遠位端領域（すなわ
ち、体内部分）に１つ以上のイメージセンサーを含み得る。この１つ以上のイメージセン
サーは、内視鏡の体外部分に配置されてよく、このイメージセンサーに接続された光ファ
イバーが、体内部分を通って体外部分へと信号を送信することができる。この内視鏡は２
つ以上のイメージセンサーを含み得る。この内視鏡は、内視鏡の最遠位点にイメージセン
サーを含み得る。この内視鏡は、ある角度で配置されたイメージセンサーを含み得る。こ
のイメージセンサー、視野面、レンズ、又はこれらの組み合わせの角度は、約０°、２０
°、３０°、４５°、６０°、７０°、又はこれらの組み合わせであり得る。このイメー
ジセンサーは、白黒画像、カラー画像、サーマル画像、又はこれらの組み合わせを提供し
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得る。好ましくは、このイメージセンサー、撮像装置、又はその両方は、実質的に遠位端
に配置される。このイメージセンサー、視野面、レンズ、又はこれらの組み合わせの角度
は、内視鏡の角度、形状、視円錐、又はこれらの組み合わせに影響し得る。
【００１８】
　この視円錐は、内視鏡の視野領域であり得る。この視円錐は、可変、調節可能、又はそ
の両方であり得る。この視円錐の角度は可動性であり得る。この視円錐の角度は、選択さ
れた内視鏡のタイプに基づいて既定であり得る。この視円錐の角度は、導流体、管、シー
ス、又はこれらの組み合わせによる影響を受けない。この内視鏡のシース内での位置は、
視円錐の角度に応じて変化し得る。例えば、シースの形状は、視円錐の角度に基づいて内
視鏡を一方向に若干オフセットさせることができ、これによって内視鏡シースが内視鏡の
撮像を妨げないようにすることができる。視円錐は、円錐形内において内視鏡の遠位端か
ら外向きに延在し得る。
【００１９】
　この内視鏡の遠位端は患者内に挿入するよう機能させることができ、これにより関心の
対象の特徴を、低侵襲的方法で見ることができる。この内視鏡の遠位端は、内視鏡の先導
部分（すなわち、患者の体内に入る最初の部分）であり得る。この内視鏡の遠位端は、内
視鏡の近位端の反対側の端にあり得る。この近位端は、ユーザーにより把持されるよう機
能し得る。この近位端は、ユーザーに制御を提供するよう機能し得る。この近位端は、撮
像装置（例えばカメラ）などの他の機能性部品を接続するためのインタフェースを提供し
得る。この近位端は、内視鏡の遠位端に、電源、検出、吸引、流体、制御、外部装置への
接続点、又はこれらの組み合わせを提供するよう機能し得る。この近位端は患者の体外に
維持されてもよく、この遠位端は患者体内に挿入され得る。この近位端は１つ以上の視覚
的ポートを含み得る。
【００２０】
　この視覚的ポートは、ユーザーに視覚的ウィンドウを提供するよう機能し得る。この視
覚的ポートは、ユーザーが関心の対象の特徴を観察できるよう機能し得る。この視覚的ポ
ートは、出力を提供するよう機能させることができ、これにより画像がモニターに表示さ
れ得る。この視覚的ポートは、内視鏡を通して視覚的アクセスをユーザーに提供し得る。
この視覚的ポートは、近位端の光学的ウィンドウであってもよく、これが、遠位端の観察
レンズへの視覚的アクセスを提供し得る。
【００２１】
　この観察レンズは、イメージセンサーが通して見ることができるウィンドウを提供する
よう機能し得る。この観察レンズは、イメージセンサー（例えばカメラ）を保護するよう
機能し得る。この観察レンズは、イメージセンサーの上を覆うことができる。この観察レ
ンズは、内視鏡の視野面であってもよく、またその逆であってもよい。この視野面は、画
像が生成される内視鏡の表面であり得る。この観察レンズは、関心の対象部位内に延在す
る内視鏡の一部分であってもよく、これは、クリアな画像生成が阻害されていることがあ
る（すなわち、遠位端において）（例えば、血液などの不透明流体によって）。この観察
レンズは、内視鏡の照明ポストから延出する光によって照らされ得る。
【００２２】
　この照明ポストは、内視鏡内に光を提供するよう機能し得る。この照明ポストは、内視
鏡の内部へ、そして内視鏡の管の外へと光を導き、これにより関心の対象の特徴を照らす
ことができる。この照明ポストは、暗い条件下に位置する関心の対象の特徴をユーザーが
見られるようにするために、光を提供し得る。この１つ以上の照明ポストは、内視鏡を通
して光を提供することができ、これによって視覚的ポートを使用して、内視鏡の遠位端に
ある関心の対象の特徴を観察することができる。この照明ポストは、１つ以上のポートの
近くに配置され得る。
【００２３】
　この１つ以上のポートは、潅注液、吸引、又はその両方を、内視鏡、内視鏡シース（す
なわちシース）、又はその両方へと供給するよう機能し得る。この１つ以上のポートは、
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共用ライン、送達ライン、吸引ライン、潅注ライン、又はこれらの組み合わせに接続され
得る。この１つ以上のポートは、内視鏡を通って、内視鏡シースへ、遠位端へ、又はこれ
らの組み合わせへ、アクセスを提供し得る。潅注液と吸引の両方を、シース、内視鏡、又
はその両方の遠位端へと供給するための、単一のポートがあってもよい。
【００２４】
　このシースは、流体、吸引、機能性装置（例えば、切断ツール、焼灼ツール、又はその
両方）、又はこれらの組み合わせが、シースの遠位端領域から延出できるようにするため
の、１つ以上の導管、管腔、チャネル、又はこれらの組み合わせを提供するよう機能し得
る。このシースは、流体、吸引、機能性装置、又はこれらの組み合わせが、シースの遠位
端領域から延出できるようにするための、導管、チャネル、管腔、又はこれらの組み合わ
せの全体又は一部分を形成するよう機能し得る。このシースは、内視鏡のクリーニング、
洗浄、又はその両方を提供するよう機能し得る。このシースは、近位端から遠位端へと延
在する、導管、チャネル、管腔、又はこれらの組み合わせを提供し得る。このシースは、
１つ以上の管腔を含むか、１つ以上の管腔を形成するか、又はその両方であり得る。この
シースは、１つ以上の部品を含み得、これらは合わせて接続されたときに、潅注液、吸引
、機能性装置、又はこれらの組み合わせを、内視鏡の遠位端へと提供する導管を形成する
ことができる。このシースは、内視鏡の形状を実質的に反映していてよい。ゆえに、例え
ば、内視鏡が円形の断面を有している場合、このシースは円形の断面を有する。このシー
スは、内視鏡クリーナーとして機能し得る。このシースは、遠位端及び近位端を有し、そ
の間に延在する長手方向軸を備え得る。
【００２５】
　このシースの遠位端は、内視鏡の観察レンズ、遠位端、又はその両方にわたって、潅注
液、吸引、又はその両方を導くよう機能し得る。このシースの遠位端は、本明細書に記述
される１つ以上の機能を含み得る遠位端領域を含み得る。この遠位端領域は、１つ以上の
位置決め装置、複数の位置決め装置、１つ以上の滴保持機構、複数の滴保持機構、１つ以
上のストッパー、複数のストッパー、刻印、又はこれらの組み合わせを含み得る。この遠
位端領域は、遠位端に近接して配置されているが、遠位端から離れて近位端に向かって延
在し得る。この遠位端領域は、内視鏡シースの中間点の片側に、全体的に配置され得る。
この遠位端領域は、遠位端から測定した場合、内視鏡シースの合計長さの約４０パーセン
ト以下、３５パーセント以下、３０パーセント以下、１０パーセント以上、１５パーセン
ト以上、２０パーセント以上、又は更には約２５パーセント以上である長さを有し得る。
【００２６】
　このシースの近位端は、内視鏡との接続を形成するよう機能し得る。この近位端は、内
視鏡に対してシースを揃えることができる。このシースの近位端は、内視鏡に対してシー
スを軸方向に揃え、内視鏡に対してシースを径方向に揃え、シース及び内視鏡に対して遠
位端を軸方向に揃え、内視鏡の照明ポストに対してシースを軸方向に、内視鏡の照明ポス
トに対してシースを回転方向に、又はこれらの組み合わせで、揃えることができる。この
近位端は、本明細書に記述される１つ以上の機能を含み得る遠位端領域を含み得る。この
近位端領域は、１つ以上の位置決め装置、複数の位置決め装置、１つ以上の滴保持機構、
複数の滴保持機構、１つ以上のストッパー、複数のストッパー、刻印、又はこれらの組み
合わせを含み得る。この近位端は、内視鏡の全体又は一部分を受容し得る。この近位端は
、内視鏡のショルダーに接触し得る。このシースの近位端と遠位端との間に長手方向軸が
延在し得る。この長手方向軸は、シースの長さにわたって延在する貫通穴、チャネル、管
腔、管、又はこれらの組み合わせを通って延在し得る。この内視鏡は、この長手方向軸に
沿ってシース内に延在し得る。この長手方向軸は、内視鏡とシースとの間の接続点から、
シースの管（例えば、シースの管のある長さ）を通って延在し得る。この管は、管の長さ
に沿って１つ以上の貫通穴を画定し得る。
【００２７】
　この管は、内視鏡の撮像装置を受容するよう機能し得る。この管及びシースは、内視鏡
の全体又は一部分を受容するよう構成することができる。この管及びシースは、内視鏡が
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シース（又は管）の内部に挿入されているときに、内視鏡シースの近位端と内視鏡シース
の遠位端との間で流体連通するための導管を提供するよう構成することができる。この管
は、内視鏡シースの主本体部分であってもよく、本明細書に記述される１つ以上の他の機
能と組み合わせたときに、内視鏡シースを形成し得る。この管は、シース内に内視鏡を位
置決めするための、１つ以上の位置決め装置を有し得る。この管は、管を通る流体経路、
吸引経路、又はその両方を形成するための、１つ以上の位置決め装置を含み得る。この管
は、内視鏡の遠位端に位置し得る。この管は、内視鏡と概ね同じ寸法及び形状であり得る
。例えば、内視鏡が概ね円形の断面を有する場合、この管は概ね円形の断面を有し得る。
好ましくは、この管は、遠位端で少なくとも概ね円形の断面を有する。
【００２８】
　貫通穴が、管の近位端から遠位端に向かって延在し得る（例えば、内視鏡シース）。貫
通穴は、内視鏡及び流体（例えば、潅注液、吸引、又はその両方）がシースの遠位端から
近位端まで通過できるよう、十分大きいものであり得る。この管は、シース内に１つ以上
の貫通穴を含み得る。この管内の貫通穴は、関心の対象点、患者の体内位置、又はその両
方に向かって直接開いていてよい。この貫通穴は、本明細書に記述される１つ以上の機能
を含み得る。
【００２９】
　この１つ以上の位置決め装置は、シース内に内視鏡を位置決めするよう機能し得る。こ
の１つ以上の位置決め装置は、シース内に内視鏡を、軸方向に揃え、径方向に揃え、長手
方向に揃え、横方向に揃え、又はこれらの組み合わせで揃えるよう機能し得る。この１つ
以上の位置決め装置は、シース、シースの管、又はその両方（例えば、管の表面）の長さ
の一部分又は全長に沿って延在し得る。この１つ以上の位置決め装置は、シースの遠位端
と近位端との間で連続的に、シースの遠位端と近位端との間で周期的に、又は両方の組み
合わせで、配置され得る。この１つ以上の位置決め装置は離間していてよい。この１つ以
上の位置決め装置は、円周方向に離間、長手方向に離間、横方向に離間、同一平面上、非
同一平面上、又はこれらの組み合わせであってもよい。この１つ以上の位置決め装置は、
各位置決め装置が同一平面上でありかつ長手方向に対して垂直となるように、直線状であ
り得る。この１つ以上の位置決め装置は、ずれた位置で同一平面上であり得る（例えば、
円周方向に離間し、長手方向に離間している）。この１つ以上の位置決め装置は、ずれた
位置で非同一平面上であり得る。この位置決め装置は、遠位端領域、遠位端領域の近く、
シースの遠位端側、又はこれらの組み合わせにのみ配置することができる。この位置決め
装置は、群及び／又はセットで配置され得る。この位置決め装置は、管と内視鏡の間に空
間を形成してよく、これにより潅注液、吸引、又はその両方が、内視鏡シース内を移動す
ることができる。この位置決め装置は、内視鏡の円周全体（すなわち、３６０度）に等し
い空間を形成し得る。この位置決め装置は、滴保持機構と内視鏡との間に隙間を形成し得
る。例えば、位置決め装置の高さは、滴保持機構の高さよりも高くてもよい。この位置決
め装置は、内視鏡シース内で内視鏡をオフセットさせることができ、これによって、一方
の側に、反対側よりも大きな空間が配置されるようにできる（例えば、偏心配置）。この
位置決め装置は、内視鏡シース内に均等に離間していてよい（例えば、３つある場合は、
全て１２０度ずつ離れている）。この位置決め装置は、内視鏡シース内で不均等に離間し
ていてよい（例えば、１つが１２時の位置、１つが４時の位置、１つが７時の位置であり
得る）。この位置決め装置は、シースの端から一定距離に内視鏡を保持することができる
。この距離は、表面張力により、レンズ、撮像装置、又はその両方にわたって潅注液が移
動するのに、十分な距離であり得る。シースの遠位端と内視鏡の遠位端との間の距離は、
レンズ、撮像装置、又はその両方にわたって、表面張力によって潅注液が移動するような
距離であり得る。例えば、表面張力によって、内視鏡の撮像装置、レンズ、又はその両方
を潅注液で包み込ませることができ、これによって内視鏡がクリーニングされる。この内
視鏡の遠位端とシースの遠位端との間の距離は、約１ｍｍ以上、約２ｍｍ以上、又は約３
ｍｍ以上であり得る。この内視鏡の遠位端とシースの遠位端との間の距離は、約１５ｍｍ
以下、約１２ｍｍ以下、又は約１０ｍｍ以下であり得る。この表面張力は、レンズ、撮像
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装置、又はその両方に流体を接触させたままに維持することができ、これによってレンズ
、撮像装置、又はその両方に、洗浄、クリーニング、又はその両方が行われ得る。この１
つ以上の位置決め装置は、シース、管、又はその両方の内側に、内視鏡を軸方向に揃え、
かつ内視鏡を位置決めすることができる。
【００３０】
　この１つ以上の位置決め装置は、管、シース、又はその両方の内側に、内視鏡を揃える
ことができる。この１つ以上の、好ましくは複数の、位置決め装置は、内視鏡の周囲に環
状の隙間を形成し得る。この環状の隙間は、内視鏡の周りに均一であり得る。この環状の
隙間は、内視鏡の外壁とシースの内壁との間の距離が変化し得る。この１つ以上の、好ま
しくは複数の、位置決め装置は、内視鏡を、シース、管、又はその両方の壁に接触させる
よう動かすことができ、これによって隙間は内視鏡の周囲の一部分にのみ形成され、流体
は、内視鏡とシースの間で、接触位置の間に延在することが妨げられ、又はその両方であ
る。オフセット隙間を形成することができ、これによって、シースの中心と内視鏡の中心
とは、互いに対してオフセット、偏心、偏位、又はこれらの組み合わせであり得る。例え
ば、この内視鏡は一方の壁に全体的にシフトしていてよく、これにより隙間は、内視鏡の
一方の側にのみ位置する。この１つ以上の位置決め装置は、軸方向ストッパーとなるよう
機能し得る。この１つ以上の位置決め装置は、内視鏡を表面（例えば、管、シース、又は
その両方）に接触させるよう動かすことができ、これにより流体バリヤーが形成される。
【００３１】
　この位置決め装置は、シースの不可分部分、一体型部分、非一体型部分、又はこれらの
組み合わせであり得る。この位置決め装置は、シース、管、又はその両方に追加され得る
（すなわち、非一体型）。この位置決め装置は、シース、管、又はその両方に追加される
、非溶接部品、非ハンダ付け部品、又はその両方であり得る。この位置決め装置は、シー
ス、管、又はその両方に接続される、追加の材料部品であり得る。この位置決め装置は、
位置決め装置、管、シース、又はこれらの組み合わせを加熱すること（すなわち、材料の
液化又は溶融材料の追加）なしに追加することができる。この位置決め装置は、１つ以上
の締結具により、シース、シースの管、又はその両方に接続することができる。この位置
決め装置は、管及び／又はシース、又はこれらの組み合わせを通って延在する、接着剤、
ネジ接続、リベット状接続、締まりばめ、嵌合部材によって、管、シース、又はその両方
に接続され得る。この位置決め装置は接続を形成してよく、これによって位置決め装置は
管及び／又はシースの内壁から延出し、管の外壁との実質的同一面の接続を形成すること
ができる。
【００３２】
　この１つ以上の位置決め装置は、シース、管、又はその両方の一部として形成すること
ができ、これにより、追加の材料が付加されない（すなわち、一体型）。この１つ以上の
位置決め装置は、陥凹、形成、潰し、押出し、型成形、又はこれらの組み合わせである部
分であり得る。この１つ以上の位置決め装置は、シース、管、又はその両方の一部分を切
断し、切断材料片を再配置（例えば、クリンプ）することにより、作製することができる
。このシースは、シースが１つ以上の位置決め装置を含むよう形成され得る。このシース
は、複数の位置決め装置を含み得る。この位置決め装置は、シース及び／又は管の内壁上
、外壁上、壁の一部分、壁を貫通して延在、又はこれらの組み合わせで配置され得る。好
ましくは、このシースは２つ以上の位置決め装置を含む。
【００３３】
　この２つ以上の位置決め装置は、等間隔で離間していてよい。例えば、２つの位置決め
装置があるとき、これらの装置は１８０度離れており、３つの位置決め装置があるとき、
これらの位置決め装置は１２０度離れている。この２つ以上の位置決め装置は、約１５度
以上、約３０度、以上、約４５度以上、約６０度以上、約９０度以上、約１２０度以上、
又は更には約１５０度以上、離間していてよい。この２つ以上の位置決め装置は、約１８
０度以下又は約１６０度以下離れて配置され得る。
【００３４】
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　この位置決め装置は、円形部分、円形セグメント、くぼみ、ピン、クリンプ、エンドス
トップ（すなわち、ストッパー）、接する部分、接するセグメント（又は線）、斜め部分
、斜めセグメント（又は線）、又はこれらの組み合わせであってもよく、位置決め装置に
関する教示は、米国特許出願公開第２０１５／００８７９０７号及び段落００７１～００
８３及び図４Ａ～１２Ｃを含め、本明細書の教示から、様々なタイプの位置決め装置それ
ぞれについて、参照により本明細書に援用される。好ましい位置決め装置は、くぼみであ
る。
【００３５】
　この１つ以上のくぼみは、シース、シースの管、又はその両方の内部で、内視鏡を位置
決めするよう機能し得る。この１つ以上のくぼみは、シース内で内視鏡を軸方向に位置決
めするよう機能し得る（例えば、径方向ストッパーを形成する）。この１つ以上のくぼみ
は、遠位端ストッパー、ロケーター、軸方向ロケーター、断面ロケーター（例えば、シー
スの断面内でシースをシフトする）、又はこれらの組み合わせとして機能し得る。例えば
、この１つ以上のくぼみは、環状の隙間、オフセット隙間、又はその両方を形成するのに
使用することができる。この１つ以上のくぼみは、内視鏡の長さに沿って、内視鏡のある
点で接触し得る。この１つ以上のくぼみは、シース内で内視鏡を位置決めするよう機能さ
せることができ、これによって導管、チャネル、管腔、空間、又はこれらの組み合わせが
、内視鏡、シース、又はその両方の長手方向軸の全体又は一部分に沿って形成される。こ
の１つ以上のくぼみは、シースの壁と内視鏡との間に、空間、導管、管腔、チャネル、又
はこれらの組み合わせを形成し得る。この１つ以上のくぼみは、内向きに延在する（例え
ば、シースの中心に向かう）、シース壁の一部分であり得る。この１つ以上のくぼみは、
概ね円形、正方形、楕円形、三角形、丸められている、平らな面を有する、丸められた面
を有する、半球形、又はこれらの組み合わせであり得る。この１つ以上のくぼみは、追加
の材料なしで、材料の除去なしで、材料の再配置なしで、又はこれらの組み合わせで、シ
ース、管、又はその両方の側面内の陥凹及び／又は変形であってよい。この１つ以上のく
ぼみは、管の相対する側に配置され得る。この１つ以上のくぼみは、径方向に離間、軸方
向に離間、長手方向に離間、又はこれらの組み合わせであり得る。この１つ以上のくぼみ
は、長さに沿って配置され得る。例えば、管は、近位端から遠位端まで、離間したくぼみ
を含んでよく、これにより内視鏡とシースは、それぞれの長さに沿って互いに対し完全に
サポートされる。複数のくぼみが存在する場合、このくぼみは、近接して、同じ平面上で
、同じ線上で、軸方向に離間して、径方向に離間して、同一平面上で、非同一平面上で、
又はこれらの組み合わせで、配置され得る。複数のくぼみが存在する場合、このくぼみは
、長手方向軸に対して直線上に、長手方向軸に対して垂直に、長手方向軸に対してある角
度で、又はこれらの組み合わせであり得る。複数のくぼみが存在する場合、このくぼみは
、約１８０度以下、約１５０度以下、約１２０度以下、約９０度以下、又は更には約６０
度以下の角度で分離され得る。この２つ以上のくぼみは、約１５度以上、約３０度以上、
又は更には約４５度以上の角度で分離され得る。このシースは、約２つ以上のくぼみ、３
つ以上のくぼみ、４つ以上のくぼみ、５つ以上のくぼみ、又は更には約６つ以上のくぼみ
を含み得る。２つ以上のくぼみは、概ね同一面内（例えば、遠位端から等距離の、管の内
側円周に沿って）、及び径方向に離間して配置されてよく、これによってこのくぼみは、
シース内で内視鏡をオフセットさせる（例えば、内視鏡の中心とシースの中心が揃ってい
ない）。この１つ以上のくぼみは、シースのポートと同じ側に、シースのポートとは反対
側に、ポートに対してある角度で、又はこれらの組み合わせで、配置され得る。この１つ
以上のくぼみは、１つ以上の接するセグメント、１つ以上の斜めセグメント、１つ以上の
ピン、１つ以上のクリンプ、１つ以上のエンドストップ、又はこれらの組み合わせと共に
使用され得る。この１つ以上のくぼみは、１つ以上の滴保持機構に対して内視鏡を配置し
得る。
【００３６】
　この１つ以上の滴保持機構は、毛管作用により、ある体積の液体を保持するよう機能し
得る。この１つ以上の滴保持機構は、レンズ、撮像装置、又はその両方の上に、液体が形
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成されるのを実質的に防ぐ、及び／又は実質的になくすよう、機能し得る。この１つ以上
の滴保持機構は、レンズ、撮像装置、又はその両方の上にある、遊離流体をなくすことが
できる。この１つ以上の滴保持機構は、潅注液、吸引、又はその両方がオフにされたとき
に、液体を引き戻すよう機能し得る。この１つ以上の滴保持機構は、内視鏡の遠位端の遠
位側に流体が配置されるのを防ぐことができる。この１つ以上の滴保持機構は、クリーニ
ング後にレンズ及び／又は撮像装置にわたって流体が滴るのを防ぐことができる。各シー
スは１つ以上の滴保持機構を含み得る。各シースは複数の滴保持機構を含み得る。この滴
保持機構は、本明細書に記述される任意の内視鏡と共に使用され得る。好ましくは、この
滴保持機構は、内視鏡０度（すなわち、内視鏡と実質的に平坦面）に配置される。この１
つ以上の滴保持機構は、断面で見たときの形状が、半円形、三日月形、正方形、尖端を１
つ有する、尖端を複数有する、Ｍ字形、Ｗ字形、チャネルを含む、凹状部分、隆起表面、
又はこれらの組み合わせであり得る。この１つ以上の滴保持機構は、１つ以上のへこみ、
１つ以上の空隙、１つ以上のチャネル、１つ以上の沈下、１つ以上の凹状部分、又はこれ
らの組み合わせを含み得る。この１つ以上の滴保持機構は、概ね弓状であり得る。この１
つ以上の滴保持機構は、滴保持機構が内視鏡と接触したときに、断面に点接触があり、長
さに沿って線接触がある（すなわち、３次元の）形状を有し得る。この１つ以上の滴保持
機構は、内視鏡との１つ以上の接触位置、２つ以上の接触位置、又は更には３つ以上の接
触位置を有し得る。この滴保持機構は、滴保持機構の長さの全体又は一部分に沿って、内
視鏡との接触がなくてもよい。この滴保持機構は、シースの内側円周内の任意の位置に配
置され得る。好ましくは、この滴保持機構は、下半分（すなわち、３時から９時の方向の
間）。より好ましくは、この滴保持機構は底に位置する（すなわち、６時の方向）。この
滴保持機構は、管の内側円周の一部分に沿って包み込み得る。この滴保持機構は、長手方
向軸と実質的に平行に延在し得る。この滴保持機構は、直線的に、らせん状に、斜めに、
又はこれらの組み合わせのように、管を通って延在し得る。この滴保持機構は、滴保持機
構の遠位端がシースの最遠位端になるように配置され得る。好ましくは、この滴保持機構
は、内視鏡、内視鏡シース、又はその両方の遠位端の近位側に配置される。この滴保持機
構は、遠位端から、シースの長さの約５パーセント以上、８パーセント以上、約１０パー
セント以上、又は更には約１５パーセント以上の位置に配置され得る。この滴保持機構は
、遠位端から、シースの長さの約５０パーセント以下、４０パーセント以下、約２５パー
セント以下、又は更には約２０パーセント以下の位置に配置され得る。例えば、シースが
長さ約２００ｍｍであり、滴が遠位端から合計長さの約１０パーセントの位置に配置され
る場合、滴保持機構は遠位端から２０ｍｍである。この滴保持機構は、この内視鏡シース
の遠位端から、約５ｍｍ以上、約８ｍｍ以上、約１０ｍｍ以上、又は好ましくは約１２ｍ
ｍ以上の位置に配置され得る。この滴保持機構は、この内視鏡シースの遠位端から、約４
０ｍｍ以下、約３０ｍｍ以下、約２０ｍｍ以下、又は更には約１５ｍｍ以下の位置に配置
され得る。この滴保持機構の最遠位端は、位置決め装置に揃えられ、これより遠位側に、
これより近位側に、又はこれらの組み合わせであり得る。
【００３７】
　この１つ以上の滴保持機構は、ある長さ、幅、及び高さを有する。この滴保持機構の長
さ、幅、高さ、隙間、又はこれらの組み合わせは、遊離流体、遊離液体、又はその両方を
保持するよう機能するある体積を画定することができ（例えば、遊離流体は、内視鏡と内
視鏡シースの間にあって、移動して視野を阻害し得る流体を指し得る）、これにより、滴
がレンズ、撮像装置、又はその両方にわたって防止される（例えば、長さ、幅、及び高さ
が、所定の体積を形成するように選択される）。換言すれば、この長さ、高さ、幅、及び
隙間は、遊離流体で満たされ得る体積を形成する。この滴保持機構の長さは、クリーニン
グサイクル後に滴を防止するのに十分な長さであり得る。この滴保持機構の長さは、滴保
持機構の高さ及び／又は幅に依存して変化し得る。この滴保持機構の長さは、シースと同
じ長さであり得る。好ましくは、この滴保持機構の長さは、シースの長さより短い。この
滴保持機構の長さは、シースの長さの約７５パーセント以下、６０パーセント以下、又は
更には約５０パーセント以下であり得る。この滴保持機構の長さは、シースの長さの約１
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０パーセント以上、約２５パーセント以上、又は更には約４０パーセント以上であり得る
。この滴保持機構の長さは、約５ｍｍ以上、約１０ｍｍ以上、約１２ｍｍ以上（すなわち
、約１６ｍｍ）であり得る。この滴保持機構の長さは、約５ｃｍ以下、約３ｃｍ以下、約
２５ｍｍ以下、又は約２０ｍｍ以下であり得る。この滴保持機構の長さは、幅に対するあ
る比を有し得る。この滴保持機構の長さ対幅の比は、約３：１以上、約５：１以上、及び
好ましくは約７：１以上、より好ましくは約１０：１以上、及び最も好ましくは約１２：
１以上であり得る。この滴保持機構の長さ対幅の比は、約７５：１以下、約５０：１以下
、約３０：１以下、又は約２０：１以下であり得る。
【００３８】
　この滴保持機構の幅は、遊離流体の表面張力により遊離流体が空間を形成する体積内へ
と引っ張られ、より多くの遊離流体が溜まるように、十分な大きさとなるよう機能し得る
。この滴保持機構の幅は、レンズ、撮像装置、又はその両方から遊離流体を除去するのに
十分な大きさであり得る。この滴保持機構の幅は、クリーニングサイクル後に、この内視
鏡の遠位端に遊離流体がないようにするのに十分な大きさであり得る。この滴保持機構の
幅は、シースの長さに沿って実質的に等しくてもよい。この滴保持機構の幅は、シースの
長さに沿って先細であってもよい。この滴保持機構の幅は、長さに沿って可変であっても
よい。この滴保持機構は、遠位端で、近位端で、又はそれらの間の位置で、最大幅を有し
得る。この滴保持機構は、蝶ネクタイ形であり得る（すなわち、中央が小さく、端の方が
大きい）。この１つ以上の滴保持機構は、単独又は組み合わせで、シースの円周の約１パ
ーセント以上、約３パーセント以上、約５パーセント以上、又は更には約１０パーセント
以上を占めてもよい。例えば、この幅が約１０パーセントの場合、滴保持機構はシースの
内側円周の約３６度を占める。この１つ以上の滴保持機構は、平行（along）又は組み合
わせで、シースの円周の約８０パーセント以下、好ましくは約５０パーセント以下、又は
より好ましくは約３０パーセント以下を占め得る。この滴保持機構は、約０．２ｍｍ以上
、約０．５ｍｍ以上、約０．８ｍｍ以上、約１．３ｍｍ以上の幅を有し得る。この滴保持
機構は、約５ｍｍ以下、約３ｍｍ以下、又は約２ｍｍ以下の幅を有し得る。この滴保持機
構は、ある幅対高さ比を有し得る。この幅対高さの比は、約１：１、約１：１．２以上、
約１：１．４以上、又は約１：１．５以上であり得る。この幅対高さの比は、約１．５：
１以下、約１．４：１以下、又は約１．２：１以下であり得る。
【００３９】
　この滴保持機構の高さは、遊離流体と接触して、表面張力により流体が空隙内に引き込
まれるような体積又は空間を形成するよう、機能し得る。この滴保持機構の高さは、滴保
持機構が遊離流体に接触し、かつ、レンズ、撮像装置、又はその両方の上に流体が維持さ
れるのを防ぐのに十分な大きさであり得る。この滴保持機構の高さは、最高点、各ピーク
、中間点、又はこれらの組み合わせで測定され得る。好ましくは、この滴保持機構は少な
くとも１つの頂点を有し、高さはこの少なくとも１つの頂点で測定される。ただし、複数
の頂点が存在する場合、各頂点がそれぞれの高さを有する。この滴保持機構の高さは、約
０．３ｍｍ以上、約０．５ｍｍ以上、約０．８ｍｍ以上、約１．０ｍｍ以上、又は約１．
２ｍｍ以上であり得る。この滴保持機構の高さは、約３ｍｍ以下、約２ｍｍ以下、又は約
１．５ｍｍ以下であり得る。この滴保持機構は、滴保持機構の高さと、位置決め機構の高
さとの比が、約１：１、約１．１：１以上、又は約１．２：１以上であり得る。滴保持機
構の高さと、滴保持機構の高さとの比は、好ましくは約１：１以下、約０．９５：１以下
、約０．９：１以下、又は約０．８：１以下であり得る。この滴保持機構は、位置決め機
構の高さよりも低い高さを有し得、これにより、位置決め機構が内視鏡に接触し、かつ滴
保持機構は内視鏡に接触しない（例えば、滴保持機構が高さ約１．３５ｍｍを有し、位置
決め機構が高さ約１．４ｍｍを有する）。この滴保持機構は、長さ対高さの比が、約３：
１以上、好ましくは約５：１以上、及びより好ましくは約７：１以上であり得る。この滴
保持機構の長さ対高さの比は、約２０：１以下、約１５：１以下、又は約１２：１以下で
あり得る。この滴保持機構の高さは、滴保持機構の長さに沿って変化し得る。この滴保持
機構の高さは、遠位端で、近位端で、又はそれらの間の位置で、最大であり得る。この滴
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保持機構の高さは正弦波形状であり得る。この１つ以上の滴保持機構は、滴保持機構と内
視鏡との間に、ある体積が形成されるような形状を有し得る。
【００４０】
　この１つ以上の滴保持機構は、各クリーニングサイクルの完了後、潅注液の停止後、吸
引の停止後、又はこれらの組み合わせのときに、流体（例えば液体、及び好ましくは食塩
水）で充填される体積を有し得る。この１つ以上の滴保持機構は、遊離流体、好ましくは
遊離液体、より好ましくは遊離食塩水又はクリーニング液の全てを、システムから回収、
保持、引き付け、又はこれらの組み合わせを行うよう機能させることができる。この１つ
以上の滴保持機構は、潅注液、吸引、又はその両方が停止したときに、残る流体が全て滴
保持機構に引っ張られるのに十分な体積を有し得る。この滴保持機構は、約５ｍＬ以上、
約１０ｍＬ以上、約１５ｍＬ以上、約２０ｍＬ以上の体積を有し得る。この滴保持機構は
、約１００ｍＬ以下、約７５ｍＬ以下、及び約５０ｍＬ以下の体積を有し得る。この滴保
持機構が保持できる体積は、滴保持機構の長さ、幅、高さ、隙間、又はこれらの組み合わ
せに直接関連し得る。この滴保持機構が保持できる体積は、滴保持機構と内視鏡との間の
隙間の寸法に関連し得る。この滴保持機構は平滑であり得る。この滴保持機構は表面処理
を有さなくてもよい。この滴保持機構は表面処理を含み得る。この表面処理は、表面積、
表面張力、又はその両方を高めるよう機能し得る。この表面処理は、刻印、孔、微小構造
、粗面、スプレー処理、塗布処理、エッチング、隆起表面を形成する微小粒子処理、又は
これらの組み合わせであり得る。この滴保持機構は、管、シース、又はその両方と同じ材
料で同様にして作製され得る。この滴保持機構は、金属、生体適合性材料、プラスチック
、ゴム、又はこれらの組み合わせで作製され得る。この滴保持機構により保持され得る流
体の体積は、長さ、幅、高さ、表面処理、隙間、又はこれらの組み合わせに関連し得る。
【００４１】
　滴保持機構と内視鏡の間の隙間は、遊離流体（例えば、食塩水、クリーニング液、又は
その両方）を保持する体積を形成するよう機能し得る。この滴保持機構と内視鏡の間の隙
間は、滴保持機構が遊離流体に接触し、レンズ、撮像装置、又はその両方の遠位端に遊離
流体が移動してユーザーの視野を制限するのを防ぐよう、十分な小ささであり得る。この
隙間は、滴保持機構が遊離流体を全て保持し、かつ遊離流体がレンズ、撮像装置、又はそ
の両方を妨げるのを制限するのに十分な大きさであり得る。この隙間は存在しなくともよ
い（すなわち、隙間が０）。隙間がない場合、滴保持機構は内視鏡に接触し得るが、滴保
持機構はシース内での内視鏡の位置決めを行わない。好ましくは、少なくともわずかな隙
間が内視鏡と滴保持機構との間にある（例えば、５マイクロメートル以上、１０マイクロ
メートル以上、又は更には１ｍｍ以上）。この隙間は、滴保持機構と位置決め機構の高さ
の差であり得る。この隙間は、滴保持機構と内視鏡との間の距離が、約０．１ｍｍ以上、
約０．２ｍｍ以上、約０．３ｍｍ以上、約０．５ｍｍ以上、約１ｍｍ以上、又は約２ｍｍ
以上であり得る。この隙間は、滴保持機構と内視鏡との間の距離が、約５ｃｍ以下、約４
ｃｍ以下、約３ｃｍ以下、約２ｃｍ以下、約１ｃｍ以下、又は約５ｍｍ以下であり得る。
この隙間は、長さに沿って変化してよく、これにより遊離流体は、小さな隙間の位置から
大きな隙間の位置へと移動し、またその逆にも移動する。例えば、遠位端での隙間は約３
ｍｍ、近位端では約５ｍｍであってもよい。この隙間は、遠位端で最小、近位端近くで最
小、又はそれらの間の位置で最小であってもよい。この隙間は、滴保持機構の長さよりも
長い長さを有する位置決め装置により形成され得る。この隙間は、シース内で偏心位置に
ある内視鏡により形成され得る。この隙間は、滴保持機構の一部の間に配置され、滴保持
機構の他の位置にはない。例えば、滴保持機構がＷ形状を有する場合、この３つの頂点が
内視鏡に接触してよく、遊離流体を保持するための隙間は、頂点の間に配置され得る。こ
の滴保持機構は、ストッパーの近くに配置されてもよく、これにより内視鏡とシースは、
滴保持機構が遊離流体を遠位端から除去し得るように位置決めされる。
【００４２】
　このストッパーは、シース内に内視鏡の遠位端を揃えるよう機能し得る。このストッパ
ーは、内視鏡がシースから延出するのを防ぎ得る。このストッパーは、位置決め機構であ
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り得る。このストッパーは、レンズ、撮像装置、又はその両方との干渉の中での、内視鏡
の遠位端と内視鏡シースの遠位端とを揃え得る。
【００４３】
　この内視鏡は、刻印、表面処理、又はその両方（以下、刻印と称する）を含み得る。こ
の刻印は、内視鏡と内視鏡シースとを揃えるよう機能し得る。この刻印は、ユーザーが内
視鏡と内視鏡シースとを揃えるのを支援するよう機能し得る。この刻印は、直線、円形、
幾何学的形状、又はこれらの組み合わせであり得る。この刻印は、上面、底面、側面、又
はこれらの組み合わせに配置され得る。この刻印はパターンであり得る。この刻印は、内
視鏡シースの外側又は内側にのみ配置され得る。この刻印はレーザー刻印であり得る。こ
の刻印はシースの周囲にわたって存在していてもよい。この刻印は、連続的に、間欠的に
、離間して、内視鏡の一部分に沿っていてもよい。
【００４４】
　図１は、内視鏡２の側面斜視図を示す。内視鏡２は、近位端１０及び遠位端１２を含む
。内視鏡２は、ポート４と、視覚的ポート８近くに配置される近位端１０の照明ポスト６
とを有する。内視鏡２は、内視鏡シース２０により覆われている部分を有する。シース２
０は、近位端１０と遠位端１２との間に刻印２６を含む。内視鏡シース２０は、位置決め
装置２２と、遠位端１２に向かう滴保持機構２４とを含む。
【００４５】
　図２は、内視鏡２の底面斜視図を示す。内視鏡シース２０は、内視鏡２の一部分を覆う
。内視鏡シース２０は、刻印２６、位置決め装置２２、及び滴保持機構２４を含む。
【００４６】
　図３は、内視鏡シース２０内に配置された内視鏡２の遠位端の拡大図を示す。内視鏡シ
ース２０は、内視鏡２の端と内視鏡シース２０とを揃えるストッパー２８を含む。位置決
め装置２２は、内視鏡シース２０内で内視鏡２を揃えるのを支援する。図示の滴保持機構
２４は、幅（Ｗ）を有し、内視鏡２と連通し、流体が内視鏡２のレンズ上に保持又は蓄積
されるのを防ぐ。
【００４７】
　図３Ａは、内視鏡２と内視鏡シース２０の遠位端の拡大図を示す。図示のように、位置
決め装置２２は、内視鏡２が滴保持機構２４と接触するように、内視鏡２を揃える。スト
ッパー２８は、内視鏡２の端と内視鏡シース２０の端が揃うように、内視鏡２を止める。
【００４８】
　図３Ｂは、内視鏡２と内視鏡シース２０の遠位端の拡大図を示す。図示のように、位置
決め装置２２は、隙間３０が内視鏡２と滴保持機構２４との間に配置されるように、内視
鏡２を揃える。ストッパー２８は、内視鏡２の端と内視鏡シース２０の端が揃うように、
内視鏡２を止める。
【００４９】
　図３Ｃは、内視鏡シース２０の滴保持機構２２の拡大図を示す。滴保持機構２２は内視
鏡２と接触し、流体５０は滴保持機構２２の両側にある体積内に位置する。
【００５０】
　図３Ｄは、内視鏡シース２０の滴保持機構２２の拡大図を示す。隙間３０は、滴保持機
構２２と内視鏡２の間にある。隙間３０に単独の体積が形成され、この体積は流体５０を
含む。
【００５１】
　図４は、内視鏡シース２０の拡大図を示す。図示の内視鏡シース２０は、内視鏡シース
２０内に内視鏡（図示なし）を中央合わせするための位置決め装置２２を含む。滴保持機
構２４は６時の方向にある。ストッパー２８は端に位置し、これによって内視鏡（図示な
し）の端を内視鏡シース２０の端と長手方向に揃える。
【００５２】
　図５は、内視鏡シース２０の底面平面図を示す。内視鏡シース２０は管３２を含み、管
３２の一方の端には刻印２６が含まれる。第２の反対側の端には、遠位端領域１４に、位



(17) JP 2019-505298 A 2019.2.28

10

20

30

40

50

置決め装置２２と滴保持機構２４が含まれる。
【００５３】
　図５Ａは、内視鏡シース２０の遠位端１２の拡大図を示す。遠位端１２の遠位端領域は
、位置決め装置２２及び滴保持機構２４を含む。位置決め装置２２と滴保持機構２４は、
遠位端１２からある距離（Ｄ）の位置にある。滴保持機構２４はある長さ（Ｌ）を有する
。
【００５４】
　図６は、内視鏡シース２０の上面図を示し、位置決め装置２２が遠位端１２にあり、刻
印２６が近位端１０にある。
【００５５】
　図６Ａは、図６の遠位端の拡大図を示し、概ね円形である刻印２６と、線形である刻印
２６とを備える。
【００５６】
　図７は、図５の線７－７に沿った、内視鏡シース２０の断面図を示す。
【００５７】
　図７Ａは、図７の遠位端領域１４の拡大図を示す。遠位端領域１４は、内視鏡シース２
０の最遠位位置にストッパー２８を含む。内視鏡シース２０は、滴保持機構２４の遠位端
と実質的に揃っている位置決め装置２２を含む。滴保持機構２４は、ある長さ（Ｌ）及び
ある高さ（Ｈ）を含む。
【００５８】
　図８は、内視鏡２に内視鏡シース２０を含むシステム１００を示す。内視鏡２及び内視
鏡シース２０は、ユーザーインタフェース１２２を備える制御モジュール１２０に接続さ
れている。この制御モジュールはポンプ１０４及び電源１０６を含む。潅注源１０２は、
潅注ライン１１４を通って制御モジュール１２０内へ延在する。次に潅注液が制御モジュ
ール１２０からポンプで送り出され、これは共用ライン１１６内へ延在する潅注ライン１
１４を通る。共用ライン１１６は内視鏡２と共用継手１１８の両方に接続されており、こ
れによって、流体の適用が完了すると、吸引によって、吸引ライン１１０を通して余分な
流体を除去する。吸引ライン１１０はバルブ１０８を含み、これによって、流体の適用中
に吸引がオフにされる。吸引ライン１１０は吸引源１１２に接続されており、これは制御
モジュール内へ延在し、このモジュールには第２のバルブ１０８が配置されている。
【００５９】
　本明細書に列挙するあらゆる数値は、任意のより低い値と任意のより高い値との間に少
なくとも２つの単位が分離してある場合、低い値から高い値までの１単位数きざみの全て
の値を含む。一例として、例えば温度、圧力、時間などの成分の量、又はプロセス変数の
値が、例えば１～９０、好ましくは２０～８０、より好ましくは３０～７０であると規定
されている場合、１５～８５、２２～６８、４３～５１、３０～３２などの値が本明細書
において明らかに列挙されているものとする。１未満の値については、１つの単位は、適
宜、０．０００１、０．００１、０．０１、又は０．１と見なされる。これらは具体的に
意図されるものの単なる例であり、列挙する最低値と最高値との間の数値の全ての可能な
組み合わせが、同様に本明細書において明らかに示されているものと見なされるべきであ
る。
【００６０】
　特記がない限り、全ての範囲は、両方の終点と、終点間の全ての数とを含む。範囲に関
連した「約」又は「およそ」の使用は、範囲の両端に適用される。したがって、「約２０
～３０」は、少なくとも指定の終点を含む「約２０～約３０」を対象とするものとする。
【００６１】
　特許出願及び特許出願公開を含む全ての論文及び参考文献の開示を、あらゆる目的で参
照により組み込む。組み合わせを説明する「～から本質的になる」という用語は、特定さ
れた要素、成分、構成要素、又は工程と、組み合わせの基本的及び新規な特性に実質的に
影響を与えないような他の要素、成分、構成要素、又は工程とを含むものとする。本明細
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書における要素、成分、構成要素、又は工程の組み合わせを説明する「～を備える」又は
「～を含む」という用語の使用は、要素、成分、構成要素、又は工程から本質的に成る実
施形態も企図している。本明細書において「～してもよい」という用語を使用することに
よって、含まれ「てもよい」として記載されたあらゆる属性は任意に選択できるものとす
る。
【００６２】
　複数の要素、成分、構成要素、又は工程は、単一の統合された要素、成分、構成要素、
又は工程によって提供することができる。あるいは、単一の統合された要素、成分、構成
要素、又は工程は、別個の複数の要素、成分、構成要素、又は工程に分割されることがあ
る。要素、成分、構成要素、又は工程を説明する「１つの（a）」又は、「１つの（one）
」という開示は、追加の要素、成分、構成要素、又は工程を除外することを意図しない。
【００６３】
　上述の説明は例示的であり、限定的ではないことが理解される。提供した実施例以外の
多くの実施形態並びに多くの適用例が、上述の説明を読むことによって当業者には明白と
なるであろう。したがって、本教示の範囲は、上述の説明を参照して決定されるべきでは
なく、その代わりに、添付の特許請求の範囲を、権利付与される特許請求の範囲の均等の
全範囲と共に参照して決定されるべきである。特許出願及び特許出願公開を含む全ての論
文及び参考文献の開示を、あらゆる目的で参照により援用する。以下の特許請求の範囲に
おける、本明細書に開示する主題のあらゆる態様の省略は、かかる主題を放棄するもので
はなく、本発明者らがかかる主題を開示する発明の主題の一部であると見なさなかったも
のと考えられるべきものでもない。
【符号の説明】
【００６４】
　２　　　　内視鏡
　４　　　　ポート
　６　　　　照明ポスト
　８　　　　視覚的ポート
　１０　　　近位端
　１２　　　遠位端
　１４　　　遠位端領域
　２０　　　内視鏡シース
　２２　　　位置決め機構
　２４　　　滴保持機構
　２６　　　刻印
　２８　　　ストッパー
　３０　　　隙間
　３２　　　管
　５０　　　流体
　１００　　システム
　１０２　　潅注源
　１０４　　ポンプ
　１０６　　電源
　１０８　　バルブ
　１１０　　吸引ライン
　１１２　　吸引源
　１１４　　潅注ライン
　１１６　　共用ライン
　１１８　　共用継手
　１２０　　制御モジュール
　１２２　　ユーザーインタフェース
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　Ｄ　　　　遠位端からの距離
　Ｌ　　　　滴保持機構の長さ
　Ｈ　　　　滴保持機構の高さ
　Ｗ　　　　滴保持機構の幅

【図１】 【図２】
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【図３】 【図３Ａ】

【図３Ｂ】 【図３Ｃ】
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【図３Ｄ】 【図４】

【図５】 【図５Ａ】
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【図６】

【図６Ａ】

【図７】

【図７Ａ】

【図８】
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